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NPシステム対応



カメラの特長
■ 35mm コンパクトカメラ
/スーパーEBCフジノンレンズ　/28mm～56mmの2倍ズーム
/iシステム対応：「フジカラーNATURAフィルム」などのISO800以上
のフィルム使用時、カメラが被写体の明るさを感知し、その明るさに応じて、
最適な露出制御（0～+2EV）を行います。
特に夜景撮影時、室内撮影時、フラッシュOFFでも被写体や背景をより明るく
描写します。

/フラッシュボタンでフラッシュのON/OFFを切り替えられる
リトラクタブル式スーパーデジタルプログラム（DP）フラッシュ搭載

/セルフタイマー（10秒／2秒）／リモコン機能付き /露出補正機能付き

この使用説明書について

操作の説明
☞：カメラの動作、参考になる情報
➜：参照ページ

注意していただきたいこと
丸数字は操作説明部の手順番号を示して
います。
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J 日本語

同梱品
この製品には、カメラ本体以外に以下の付属品が同梱されています。箱を開けたときにご確認く
ださい。
□ リチウム電池 CR2 1本（カメラにセット済み） □ ストラップ □ ソフトケース
□ 使用説明書 □ 保証書
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安全にご使用いただくために
/この製品および付属品は、写真撮影以外の目的に使用しないでください。
/製品の安全性には十分配慮しておりますが、下記の内容をよくお読みの
上、正しくご使用ください。

/この説明書はお読みになった後で、いつでも見られるところに必ず保管
してください。

警告 注意

警告

この表示を無視して誤った取り扱いをす
ると、人が傷害を負う可能性が想定され
る内容、および物的損害のみの発生が想
定される内容を示しています。

この表示を無視して誤った取り扱いをす
ると、人が死亡または重傷を負う可能性
が想定される内容を示しています。

X 絶対に分解しないでください。感電の恐れがあります。

C 落下などにより内部が露出したときは、絶対に触れないでください。高圧回
路があり感電する恐れがあります。

V カメラ（電池）が熱くなる、煙が出る、焦げ臭いなどの異常を感じたときは、
ただちに電池を取り出してください。発火ややけどの恐れがあります（電池を
取り出す際、やけどには十分ご注意ください）。

N フラッシュを人の目に近づけて発光しないでください。一時的に視力に影響
することがあります。特に乳幼児を撮影するときは気をつけてください。

V カメラを水中に落としたり、内部に水または金属や異物などが入ったときは、
ただちに電池を取り出してください。発熱・発火の恐れがあります。

B 引火性の高いガスが充満している場所や、ガソリン、ベンジン、シンナーな
どの近くでカメラを使用しないでください。爆発や発火・やけどの恐れがあ
ります。

Z カメラは乳幼児の手の届かないところに置いてください。乳幼児が誤ってス
トラップを首に巻き付けると、窒息する恐れがあります。

B 電池の分解、加熱、火中への投入、充電、ショートは絶対にしないでくださ
い。破裂の恐れがあります。
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注意

警告

V 指定以外の電池を使わないでください。発熱・発火の恐れがあります。

Z 電池は乳幼児の手の届かないところに置いてください。乳幼児が誤って飲み
込む恐れがあります。万一飲み込んだ場合には、ただちに医師の診察を受け
てください。

C カメラをぬらしたり、ぬれた手で触ったりしないでください。感電の原因と
なることがあります。

Z 自転車や自動車・列車などを運転している人に向けて、フラッシュ発光撮影
をしないでください。交通事故などの原因となることがあります。

Z 電池の=-を誤って装てんしないようにご注意ください。電池の破裂、液も
れにより、発火、けがや周囲を汚損する原因となることがあります。

このマークは、安全性、衛生、環境及び消費者保護に関するEU（欧州連合）の要求事項を、製品が満
足していることを証明するものです。
（CEとはヨーロッパ認定（Conformité Européenne）の略）
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各部の名称

AE受光窓

フラッシュ発光部  
（➜P.24）

ファインダー窓

撮影レンズ／ 
レンズカバー   
（➜P.13）

電池ぶた（➜P.12）

シャッターボタン（➜P.20）

 ズームレバー（➜P.19）

リモコン受信部（➜P.37）

セルフタイマー（➜P.35）／
リモコン（➜P.37）ランプ AF（オートフォーカス）窓

 ストラップ取り付け部  
（➜P.11）

途中巻き戻しボタン（➜P.26）

スプール（➜P.18）

FILM TIPマーク（➜P.18）
フィルム確認窓（➜P.17）

裏ぶた（➜P.17、25）

圧板

フィルム室三脚ねじ穴
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モード（➜P.40）  露出補正（➜P.42）

電池容量（➜P.13）

赤目軽減（➜P.32）

電源ボタン（➜P.13）

選択ボタン（➜P.7）

ボタン（➜P.7）

シャッターボタン  
（➜P.20）

  フィルムカウンター（➜P.17）

  スローシャッター（➜P.31）

  液晶表示部（➜P.6） 発光停止

  セルフタイマー
（➜P.34）

  リモコン（➜P.36）

  日付（➜P.14、16）／
  露出補正（➜P.42）   遠景（➜P.38）

メニューボタン（➜P.7）

 裏ぶた開放つまみ
（➜P.17、25）

 フラッシュボタン
（➜P.24）

 ファインダー接眼部
（➜P.5）

  露出警告ランプ（赤）（➜P.9）

  AFランプ（緑）（➜P.9）

強制発光（➜P.24）

フラッシュ充電中（➜P.9）

●ファインダー

撮影範囲
フレーム

AF（オートフォーカス）フレーム

近距離補正
マーク このフレーム内で構図を決めます。

被写体（写したいもの）にこのフレーム
を合わせます。

近距離撮影するときには、このマークを
目安に構図を決めます（➜21ページ）。

近距離補正マーク

AF（オートフォーカス）フレーム

撮影範囲フレーム
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メニュー・モード一覧

LCD モード 使用例など 参照ページ

w
スローシャッター

モード
スローシャッターにすることにより、暗いとこ
ろでもきれいに撮影したいとき 31

d 赤目軽減モード 赤目現象を軽減したいとき
＊フラッシュOFF時は選択できません。 32

q
セルフタイマー
モード

撮影者自身も一緒に撮りたいとき／暗いところ
などの撮影で、手ブレを防止したいとき
/シャッターボタンを押すとタイマーが作動して、
自動的にシャッターが切れます。

/セルフタイマー作動時間を10秒／2秒から選択
できます。

34

Y リモコンモード カメラから離れてシャッターを切りたいとき
/専用リモコンが必要です。 36

h 遠景モード 風景などの遠方撮影 38

i iモード

「フジカラーNATURAフィルム」などのISO800
以上のフィルム使用時、カメラが被写体の明る
さを感知し、その明るさに応じて、最適な露出
制御（0～ +2EV）を行います。特に夜景撮影時、
室内撮影時、フラッシュOFF でも被写体や背景
をより明るく描写します。

40

j 露出補正モード

カメラが決める標準的な露出を意図的に変えた
いときに使用します。
/設定範囲：±2.0EV（0.5 ステップ）
＊iモード設定時は選択できません。

42

日付モード

年 月 日

16

月 日 年

日 月 年

日 時 分

日付写し込み
なし

日付を写し込みたくな
いとき
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メニュー・モードの切り替え方

1.ボタンを押して、メニュー・
モードの選択に入ります。

2mボタンを押して、選択したい
モードを点滅させます。

3,ボタンを押して、選択したい
モードをゆっくりの点滅に切り替
えます。

☞ゆっくりの点滅：選択
早い点滅：選択しない　を表します。

4.ボタンを押して、決定します。

☞決定したモードが表示されます。

01

02

03

04
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使い方早わかり

1/ボタンを押して、電源を入れ
ます。

＊液晶表示部に“g”（フラッシュ発光停止）
が表示されます。このカメラは自動的には
フラッシュは光りません。

3構図を決めます。

4シャッターを切ります。

簡単！オート撮影するには

この操作だけで、きれいな写真が撮影できます。詳しくは19ページ～をご参照くだ
さい。

03

2ズームします。広角 望遠02

04

01



/ブザー音はON/OFFが切り替えられます。
/ブザー音の切り替え方
!電源ONのとき、.ボタンを押しながら,ボタンを押します。

☞ブザー音の設定が表示されます。
/ブザー音ON：“ ” /ブザー音OFF：“ ”

@,ボタンを押すと、ブザー音のON/OFFが切り替えられます。
#.ボタンを押して、決定します。 9

AFランプ・露出警告ランプ・ブザー音について

露出警告ランプ（赤）露出警告ランプ（赤）露出警告ランプ（赤）
AFランプ（緑）AFランプ（緑）AFランプ（緑）

＊シャッターボタン半押し時

AF
ランプ
（緑）

露出警告
ランプ
（赤）

液晶
表示部 ブザー 表示内容と対処方法

点灯 ─ ─ ─
撮影可能です（測距、測光完了）。
☞ シャッターボタンを押して撮影してください。

点滅 ─ ─ ─

ピントが合いません。
☞ / 0.4m以上離れ、AFフレームに被写体が入る

ようにしてください。
 / AFの苦手な被写体のため、AFが働きません。

撮りたい被写体と同じような距離、明るさの
被写体に AFフレームを合わせ、AFロック撮
影してください（➜23ページ）。

─ 早い点滅 “f”点滅 ピ、ピ、
ピ

明るさが不十分で、写真全体が暗くなる可能性
があります。
☞ フラッシュをONにして撮影することをおすすめ
します（➜24ページ）。

─ ゆっくり
点滅 “f”点滅

ピー、
ピー、
ピー

＜スローシャッターモード使用時の露出警告＞
明るさが不十分で、手ブレの可能性があります。
☞ フラッシュをONにするか（➜24ページ）、三脚
をご使用ください。

─ ─ “f”点滅 ─
フラッシュ充電中です。
☞ シャッターは切れません。フラッシュの充電が完
了（“f”が点灯）するまで、お待ちください。



/ISO400以下のフィルムではiモードに設定できません。

10

iモードについて

iモードは、超高感度フィルムの性能を最大限に引き出すモード
です。

カメラが被写体の明るさを感知し、その明るさに応じて、最適な露出
制御（0～+2EV）を行います。特に夜景撮影時、室内撮影時、フラッ
シュOFFでも被写体や背景をより明るく描写します。

「フジカラーNATURAフィルム」など
のISO1600以上のフィルムをカメラ
に入れると、自動的にiモードにな
り、“i”が表示されます。
☞iモードを解除することもできます
（➜40ページ）。

使い方早わかり

☞ISO800のフィルム使用時、フィルムを入れたときにはiモードになりませんが、
iモードに切り替えることができます（➜40ページ）。
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1 ストラップの取り付け
ストラップ取り付け部にストラップを
通し、取り付けます。

/市販のストラップをご使用になる場合は、ストラップの強度をご確認の上、ご使用
ください。携帯電話、PHS用ストラップは軽量機器用ですので、ご使用の際は特に
ご注意ください。

01

02
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2 電池を入れる ＊工場出荷時に電池はセットされています。

■使用する電池
リチウム電池　
フジフイルム リチウム CR2 1本

1電池ぶたを開けます。

2表示に従って-側から電池を入れ
ます。

3電池ぶたを閉めます。

01

02

03

/リチウム電池では約400コマ撮影でき
ます（当社試験条件による）。

/旅行やたくさん写真を撮られるときは、
万一の場合に備えて予備の電池をご用
意ください。特に海外では地域によっ
ては電池の入手が困難な場合がありま
す。

/電池を交換したときは必ず日付を合わ
せてください（➜14ページ）。

1電池ぶたに無理な力を加えないでくだ
さい。
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3 電源ON/OFF・電池容量のチェック

1/ボタンを押して電源を入れま
す。もう一度押すと電源が切れま
す。

☞電源を入れるとレンズカバーが開き、液
晶が表示されます。

☞電源を入れると、オート撮影の設定にな
ります（➜19ページ）。

01

電源を入れ、液晶表示部で電池容量を
チェックします。
1点灯：電池の容量はOKです。
2点灯：電池の容量が不足しています。

新しい電池を準備してくださ
い。

3点滅：電池容量がなくなったため、
シャッターは切れません。新し
い電池に交換してください。

電池容量のチェック

/電源を入れたまま約5分間放置すると、
電源は自動的に切れます。

/電源を入れるときに、レンズ部を指で
押さえないでください。

/撮影前には必ず電池容量をチェックし
てください。

/電池の交換は撮影途中のフィルムが入
っていても可能です。
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4 日付の合わせ方

1電源を入れ、.ボタンを押しま
す。

☞モードの選択に入ります。

2mボタンを押して、日付を点滅
させます。

☞日付モードを選択します。

3.ボタンを2秒以上押し続けま
す。

☞“日”が点滅し、日付の修正に入ります。

日付を変更するには

4,ボタンを押して、点滅してい
る数字を修正します。

■設定範囲
年：’05～’35（2005年～2035年）
月：1～12 日：1～31
時：0～23 分：00～59

/“年月日”は“時分”に連動して変わります。

01

02

03

04
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＊工場出荷時に日付はセットされています。

5mボタンを押すと、設定項目
（日・時・分・年・月）が変わります。

☞選択中の項目が点滅します。

6日付合わせが終了したら、.ボ
タンを押します。

☞設定した日付が表示されます。
☞時報に合わせたいときは時報のゼロ秒時
に.ボタンを押します。

1.ボタンを押します。

2mボタンを押して、日付モード
を選択します。

☞年 が点滅し、日付の設定に入ります。

3前項の4～5と同様に、,ボタ
ンとmボタンで日付を合わせま
す。

4.ボタンを押して、決定します。

電池交換後、日付を合わせるには

05

06

02

01

03

04
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5 日付モードの選択

1電源を入れ、.ボタンを押しま
す。

☞モードの選択に入ります。

2mボタンを押して、日付を点滅
させます。

☞日付モードの選択に入ります。

3,ボタンを押して、日付モード
を選択します。

4.ボタンを押して決定します。

☞決定したモードが表示されます。

選択した日付モードが写真の右下に写し込ま
れます。
/“ ”を選択すると、写真に日付は写し込まれま
せん。

/写し込まれた日付表示が背景によっては見えにく
くなる場合があります。

/日付の写し込みはフィルムが次のコマに巻き上げ
られるときに行われますので、規定枚数以上撮影
した場合、最後のコマは写し込まれないことがあ
ります。

01

02

03

04
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1 フィルムを入れる

フィルム感度
DXマーク

フィルム枚数 外箱とパトローネ（フィルムの容器）に
DXマークがある135フィルムを使用
します。

1フィルムが装てんされていないこ
と、フィルムカウンターが表示さ
れていないことを確認します。

2裏ぶた開放つまみをゆっくりと動
かします。

3裏ぶたを開けます。

01

/DXマークのないフィルムはISO100
の感度にセットされます。

/フィルムの装てん・取り出しは、直射
日光を避けて行ってください。

/フィルムを装てん・取り出すときに、
レンズ部を触ったり、内部にゴミやホ
コリが入らないようにご注意ください。
レンズ部が汚れたり、ゴミやホコリが
入ってしまったら、48ページの「取扱

上のお願い」を参考にカメラを清掃して
ください。

2撮影途中のフィルムが入っているとき
は絶対に裏ぶたを開けないでください。
フィルムを取り出す場合は、25ページ
をご参照ください。

3裏ぶたに無理な力を加えないでくださ
い。

03
02
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フィルムを入れる

4フィルムを入れます。

5パトローネを押さえながら、フィ
ルムの先端をFILM TIPマークま
で引き出し、スプールの上にのせ
ます。

スプール パトローネ

FILM TIP
マーク

05

06 07

04

5フィルムが浮き上がらないように、パ
トローネの角度を調節してください。

5フィルムの先端がスプールの上にのっ
ていることを確認してください。

5フィルムを長く引き出しすぎたときは、
フィルムを一度取り出して、長さを調
節してください。

6フィルム確認窓から、装てんしたフィ
ルムの種類、フィルム枚数、フィルム
感度が確認できます。

7フィルムが正しく装てんされていない
と、“´”が点滅し、シャッターが切れ
ません。撮影可能なフィルムを正しく
装てんし直してください。

6裏ぶたを閉めます。
☞フィルムが自動的に1コマ目まで送られ
ます。

7“¡”が表示されていることを確認し
ます。

☞｢フジカラーNATURAフィルム」などの
ISO1600以上のフィルムを入れると、
“i”が表示されます（➜40ページ）。
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2 撮影しよう
電源を入れると、オート撮影の設定になります。ここでは、オート撮影の
方法を紹介します。

1電源を入れ、両脇を締め、カメラ
を両手でしっかり構えます。

☞縦位置撮影ではフラッシュ発光部が上に
くるように構えます。

2被写体を大きく写したいときは、
ズームレバーをe側に押して、
望遠側にズームします。
広い範囲を写したいときは、ズー
ムレバーをr側に押して、広角
側にズームします。

01
＜構え方＞

/大切な撮影（結婚式や海外旅行、業務用
途など）の前には試し撮りをして、カメ
ラが正常に機能することを確認してく
ださい。

1レンズやフラッシュ発光部、AF窓、
AE受光窓に指やストラップが掛からな
いようにご注意ください。

2撮影距離：0.4m～∞

広角 望遠02
＜ズーム＞
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撮影しよう

3AFフレーム全体を被写体が満たす
ようにねらいます。

＜構図の決め方＞

4被写体に約40cmより近づくと、AF
ランプ（緑）が点滅し、ピントが合わ
ないことを警告します。さらに約
20cmより近づくと、AFランプ（緑）
が点灯することがありますが、ピン
トは合いません。

4暗いところなどの撮影で明るさが不
十分なとき、露出警告ランプ（赤）と
液晶表示部の“f”が点滅し、ブザー
が鳴ります（➜9ページ）。写真全体が
暗くなる可能性がありますので、フ
ラッシュをONにして撮影することを
おすすめします（➜24ページ）。

4シャッターボタンを半押しします。

☞AFランプ（緑）が点灯したら、ピント合わ
せは完了です。

04
＜シャッターボタン半押し＞

03
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5シャッターを切ります。

☞フィルムが次のコマまで送られます。
☞フィルムカウンターの数字は撮影のたび
に1コマずつ増えていきます。

05
＜シャッターボタン全押し＞

5フラッシュ充電中（液晶表示部の“f”
点滅中）はシャッターは切れません。

5AFランプ、セルフタイマー／リモコ
ンランプは、いったん消えてからシ
ャッターが切れた直後にもう1回点灯
します。

/近距離撮影では、ファインダー窓から
見える範囲と写る範囲にズレが生じま
す（ファインダー窓と撮影レンズの位
置が違うため）。近距離補正マークは、
ファインダー窓から見える範囲と実際
に写る範囲の目安になります。

プリント仕上がりファインダー

近距離補正マーク

プリント仕上がりファインダー

近距離補正マーク

撮影距離が約1mより近い場合は、上図の の範囲が写ります。被写体
が の範囲内に収まるように構図を決めます。

●近距離撮影の場合
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撮影しよう

●AFの苦手な被写体について
次のような場合、まれにピントが合わないことがあります。このようなと
きは、AFロック撮影（➜23ページ）、hモード撮影（➜38ページ）を行っ
てください。

/被写体の近くに太陽などの明るい光源や反射光（車のフロントガラス、
波の反射など）がある場合

/画面の中央部付近に鏡、金属面などの反射面がある場合
/髪の毛などの黒くて光を反射しにくい被写体の場合
/炎や煙などのように実体のないものの場合
/ガラス越しの撮影の場合
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3 AF（オートフォーカス）ロック撮影

1このような構図ではAFフレームが
被写体（この場合は人物）から外れ
ています。このままでは被写体に
ピントが合いません。

2AFフレームに被写体が入るように
カメラを動かします。

3そのままシャッターボタンを半押
し（AFロック）します。

☞AFランプ（緑）の点灯を確認します。

4シャッターボタンを半押し（AFロ
ック）したまま最初の構図に戻し
て、

5シャッターを切ります。

/AFロック操作は、シャッターを切る前な
ら何回でもやり直せます。

01

02

03

04



フィルム感度によってフラッシュ光の届く距離が異なります。
暗いところではフラッシュ撮影距離に注意して撮影してください。

4 フラッシュ撮影

1fボタンを押します。

☞フラッシュがポップアップします。

2構図を決めて、シャッターを切り
ます。

☞フラッシュがポップアップしているとき
は、いつでもフラッシュが発光します。

01

02

24

暗いところや逆光などでの撮影で、フラッシュ
を使用したいときに操作します。
/スーパーデジタルプログラム（DP）フラッシュモー
ドになり、被写体の明るさや距離に応じて、フラッ
シュの光量を自動的に調節します。

フィルム感度

ISO800
ISO400

ISO1600

ISO100
広角（28mm） 望遠（56mm）

0.4ｍ ～ 8.0ｍ
0.4ｍ ～ 12.0ｍ

0.4ｍ ～ 4.0ｍ

0.4ｍ ～ 16.0ｍ

0.4ｍ ～ 4.0ｍ
0.4ｍ ～ 5.6ｍ

0.4ｍ ～ 2.0ｍ

0.4ｍ ～ 8.0ｍ

（カラーネガフィルム使用時）

●フラッシュ撮影距離
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5 フィルムを取り出す／
撮影途中でフィルムを取り出す

フィルムを取り出すには

1最後の1コマを撮り終わると、レ
ンズが収納され、フィルムが自動
的に巻き戻されます。

☞巻き戻しが完了すると、“´”が表示され
ます。

2裏ぶた開放つまみをゆっくりと動
かします。

3裏ぶたを開けます。

4フィルムを取り出します。

01

04

/フィルムを取り出すときに、レンズ部
を触ったり、内部にゴミやホコリが入
らないようにご注意ください。

/規定枚数以上撮影できる場合がありま
すが、最後のコマはプリントされない
ことがあります。

3裏ぶたに無理な力を加えないでくださ
い。

/必ずモーターが止まり“´”が表示され
たことを確認してください。“´”が表
示される前に裏ぶたを開けようとする
と、次のような恐れがありますのでご
注意ください（➜27ページ）。
/フィルムが感光する。
/次のフィルムを入れたときすぐに巻き
戻されてしまい、“´”が表示される。

03
02
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フィルムを取り出す／
撮影途中でフィルムを取り出す

撮影途中でフィルムを取り出すには

1ボールペンの先などでnボタン
を押します。

☞巻き戻しが完了すると、“´”が表示され
ます。

2モーターが止まり“´”が表示され
たことを確認してから、フィルム
を取り出してください。

01

/巻き戻したフィルムは再撮影できません。撮影途中でフィルムを現像に出したいと
き以外は、nボタンを押さないでください。

/nボタンは先端のとがったもので押さないでください。

04
02 03
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●カメラにフィルムが入っているときのご注意

/撮影途中のフィルムが入っているときには、絶対に裏ぶたを
開けないでください。

☞フィルムが入っているときに裏ぶたを開けてしまったら、そのまま裏ぶ
たを閉めてください。

/裏ぶたを閉めると、自動的にフィルムが巻き戻され、“´”が表示されます。
/巻き戻されたフィルムは再撮影できません。
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1 メニュー・モードの切り替え

1電源を入れ、.ボタンを押しま
す。

☞“w”が点滅し、メニュー・モードの選択
に入ります。

2mボタンを押して、選択したい
モードを点滅させます。

☞mボタンを押すごとに、モードが切り替
わります。

3,ボタンを押して、選択したい
モードをゆっくりの点滅に切り替
えます。

☞モードを選択しているときにはゆっくり
の点滅、選択していない場合には早い点
滅になります。

4.ボタンを押して、決定します。

☞決定したモードが表示されます。

01

02

03

04
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●メニュー・モード一覧

LCD モード 使用例など   選択の
可／不可 モードの解除 参照

ページ

w
スロー

シャッター
モード

スローシャッターになります。
/  暗いところでもきれいに撮影できます。
/フラッシュON時は、夜景などの背景
と人物の両方をきれいに撮影できます。

○
1コマ撮影後は
保持。電源が切
れると解除。

31

d 赤目軽減
モード

撮影前にフラッシュが7回プレ
発光し、8回目に撮影のための
フラッシュが発光します。
/赤目現象を軽減します。

フラッシュ
ON時のみ
選択可。

1コマ撮影後、
電源を切った後
も保持。
＊  フラッシュOFF
のときは表示
されません。

32

q
セルフ
タイマー
モード

シャッターボタンを押すとタイ
マーが作動して、自動的にシャッ
ターが切れます。
/撮影者自身も一緒に撮りたいとき／暗
いところなどの撮影で手ブレを防止し
たいときに使用します。

/セルフタイマー作動時間を10秒／2秒
から選択できます。

○ 1コマ撮影ごと
に解除。 34

Y リモコン
モード

カメラから離れてシャッターを
切ることができます。
/ 専用リモコンが必要です。

○
1コマ撮影後は
保持。電源が切
れると解除。

36

h
遠景
モード

ピントが遠方にセットされます。
/ 風景などの遠方撮影に使用します。
＊  フラッシュは発光しますが、遠方の
被写体にはフラッシュ光は届きません
（24ページ「フラッシュ撮影距離」参
照）。

○

1コマ撮影ごと
に解除。
＊ モード決定時
に.ボ タ ン
を 2秒以上押
す と（“h”点
滅）、1コマ撮
影 後 も 保 持。
電源が切れる
と解除。

38
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LCD モード 使用例など   選択の
可／不可 モードの解除 参照

ページ

i
i

モード

カメラが被写体の明るさを感知
し、その明るさに応じて、最適
な露出制御（0～+2EV）を行い
ます。特に夜景撮影時、室内撮
影時、フラッシュOFFでも被写
体や背景をより明るく描写しま
す。
/ ISO1600使用時：フィルムを入れる
と、自動的にiモードになります。
＊iモードを解除することもできます。  

/ ISO800使用時：フィルムを入れたと
きにはiモードになりません。i
モードにしたいときは、モードを切り
替えてください。

ISO1600、
800使用時
のみ選択可。

撮影し終わった
フィルムを取り
出すと、設定解
除。

40

j
露出
補正
モード

カメラが決める標準的な露出を
意図的に変えたいときに使用し
ます。
/ 設定範囲：±2.0EV（0.5ステップ）

iモード
時は選択不
可。

撮影し終わった
フィルムを取り
出すと、設定解
除。

42

日付モード

年 月 日

○ 電池交換時に設
定解除。 16

月 日 年

日 月 年

日 時 分

日付写し込みなし

 

メニュー・モードの切り替え
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2
スローシャッターにすることにより、暗いとこ
ろでもきれいに撮影したいときに使用します。
/フラッシュON時にはスローシンクロモードとなり、
夜景などの背景と人物の両方をきれいに撮影できます。

1電源を入れ、.ボタンを押しま
す。

☞“w”が点滅し、メニュー・モードの選択
に入ります。

2,ボタンを押して、“w”をゆっ
くりの点滅に切り替えます。

☞モードを選択しているときにはゆっくり
の点滅、選択していない場合には早い点
滅になります。

3.ボタンを押して、決定します。

☞決定したモードが表示されます。

4構図を決めて、シャッターを切り
ます。

☞通常よりもシャッターの開いている時間
が長くなり、夜景などの背景も写せます。

☞明るさが不十分なときは、露出警告ラン
プ（赤）と液晶表示部の“f”が点滅し、ブ
ザーが鳴ります（➜9ページ）。
フラッシュをONにするか（➜24ページ）、
三脚をご使用ください。

04

/wモードは撮影後も解除されません。電源が切れると自動的に解除されます。
/シャッタースピードが遅くなりますので、手ブレ防止のため、三脚を使用し
てください。また、撮影中は撮られる人も動かないでください。

01

03

02

wスローシャッター撮影
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3
赤目現象を軽減します。
/フラッシュON時のみ選択
できます。

＊フラッシュOFF時は表示
されません。

1電源を入れ、.ボタンを押しま
す。

☞“w”が点滅し、メニュー・モードの選択
に入ります。

2mボタンを押して、“d”を点滅
させます。

3,ボタンを押して、“d”をゆっ
くりの点滅に切り替えます。

☞モードを選択しているときにはゆっくり
の点滅、選択していない場合には早い点
滅になります。

4.ボタンを押して、決定します。

☞決定したモードが表示されます。

01

02

04

03

d赤目軽減撮影
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5構図を決めて、シャッターを切り
ます。

☞撮影前にフラッシュが7回プレ発光し、8
回目に撮影のためのフラッシュが発光し
ます。

05

/dモードは撮影後も、電源が切れても解除されません。
/プレ発光から撮影のためのフラッシュ発光までAFランプ（緑）が点灯し続けます。
AFランプ点灯中はカメラを動かさないでください。

人物を暗いところでフラッシュ撮影した場合、目が赤く写ることがありま
す。これはフラッシュの光が目の中で反射することにより起こる現象です。
赤目を起こりにくくするためには、赤目軽減モードを使用するとともに、
/撮られる人にカメラの方に視線を向けてもらう
/なるべく近づいて撮影する

などをするとより効果的です。

●赤目現象について
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4

1電源を入れ、.ボタンを押しま
す。

☞“w”が点滅し、メニュー・モードの選択
に入ります。

2mボタンを押して、“q”を点滅
させます。

3,ボタンを押して、セルフタイ
マー時間を選択します。

☞,ボタンを押すと、セルフタイマー作動
時間“ ”：10秒→“ ”：2秒→qモード解
除の順に切り替わります。

4.ボタンを押して、決定します。

☞決定したモードが表示されます。

セルフタイマー
作動時間

01

02

04

03

撮影者自身も一緒に撮りたいときや、暗いところなどの撮影で手ブレを防
止したいときに使用します。

セルフタイマー
モード解除

セルフタイマー
10秒

セルフタイマー
2秒

qセルフタイマー撮影
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5構図を決めて、シャッターボタン
を押します。

7秒 3秒 6AFフレーム内に見えるものにピン
トが合い、設定したセルフタイマ
ー作動時間経過後、シャッターが
切れます。

/“10秒”を選択したときは、セルフタイ
マーランプが約7秒間点灯→約3秒間点滅
した後、シャッターが切れます。

/“2秒”を選択したときは、セルフタイマ
ーランプが約2秒間点滅した後、シャッタ
ーが切れます。

☞ブザー音設定時は、セルフタイマーラン
プの動きに合わせてブザー音が鳴ります
（➜9ページ）。

05

06

35

/qモードは1回の撮影ごとに解除され
ます。

/AFロック撮影も可能です（➜23ペー
ジ）。

/カメラの前に立ってシャッターボタン
を押さないでください。ピンボケや露
光不良になることがあります。

/スタートしたセルフタイマーモードを
解除したいときは、.ボタンを押して
ください。
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5

リモコン
ホルダー

送信部

シャッター
作動ボタン

1電源を入れ、.ボタンを押しま
す。

☞“w”が点滅し、メニュー・モードの選択
に入ります。

2mボタンを押して、“e”を点滅さ
せます。

3,ボタンを押して、“e”をゆっく
りの点滅に切り替えます。

☞モードを選択しているときにはゆっくり
の点滅、選択していない場合には早い点
滅になります。

4.ボタンを押して、決定します。

☞決定したモードが表示されます。

矢印の方向にリモコンをスライドさせ
て、リモコンホルダーから外します。
/リモコンをリモコンホルダーに戻すとき
は、反対方向にスライドさせ、カチッと
音がするまで押し込んでください。

/リモコンはイラストとタイプが異なる場
合があります。

01
02

04

03

カメラから離れてシャッターを切りたいときに使用します。

リモコン撮影には専用リモコンが必要です。

eリモコン撮影
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6リモコンをカメラのリモコン受信
部に向けて、シャッター作動ボタ
ンを押します。

☞リモコンランプが約2秒間点滅した後、
シャッターが切れます。

リモコン操作が可能な範囲は、カメラ
正面で約5m以内、上下左右各20°で
約3.5m以内です。

5AFフレームを被写体に合わせて、
構図を決めます。05

3.5m

3.5m

20°

20°

5m

06

/eモードは撮影後も解除されません。電
源が切れると自動的に解除されます。

/リモコン撮影時は、三脚の使用
をおすすめします。

/逆光撮影時にカメラのリモコン受信部
に直射日光が入っていると、リモコン
撮影ができない場合があります。この
ようなときは、qモード（➜34ページ）
を使用してください。

/電池の寿命は約3年です（当社試験条件
による）。リモコン撮影ができなくなっ
たら、ご購入店または富士フイルムサ
ービスステーションにお申し出くださ
い。有償にて電池交換いたします。



/hモードは1コマの撮影ごとに解除されます。
連続してご使用になる場合は、hモードをゆっくりの点滅に切り替えた後、約2秒
間.ボタンを押し続けてください（モード決定後、液晶表示部の“h”が点滅し続け
ます）。撮影後も遠景モードが保持され、続けて撮影できます。電源が切れると自動
的に解除されます。
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6 h遠景撮影
風景をきれいに撮りたいときや、ガラス越しの
遠景や遠い夜景の撮影などに使用します。

1電源を入れ、.ボタンを押しま
す。

☞“w”が点滅し、メニュー・モードの選択
に入ります。

2mボタンを押して、“h”を点滅
させます。

3,ボタンを押して、“h”をゆっ
くりの点滅に切り替えます。

☞モードを選択しているときにはゆっくり
の点滅、選択していない場合には早い点
滅になります。

4.ボタンを押して、決定します。

☞決定したモードが表示されます。

01
02

04

03
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応
用
編

/フラッシュをONに設定すると、フラッシュは発光しますが、遠方の被写体にはフラ
ッシュ光は届きません（24ページ「フラッシュ撮影距離」参照）。

5構図を決めて、シャッターを切り
ます。

☞ピントが遠方に合い、遠方の被写体がき
れいに撮影できます。

05



iモードの切り替え
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7
iモードは、超高感度フィルムの性能を最大
限に引き出すモードです。

カメラが被写体の明るさを感知し、その明るさに応
じて、最適な露出制御（0～+2EV）を行います。特
に夜景撮影時、室内撮影時、フラッシュOFFでも被
写体や背景をより明るく描写します。

1電源を入れ、.ボタンを押しま
す。

☞“w”が点滅し、メニュー・モードの選択
に入ります。

2mボタンを押して、“i”を点
滅させます。

3,ボタンを押して、“i”をゆ
っくりの点滅に切り替えます。

☞モードを選択しているときにはゆっくり
の点滅、選択していない場合には早い点
滅になります。

4.ボタンを押して、決定します。

☞決定したモードが表示されます。

01
02

04

03

ISO1600とISO800のフィルム使用時には、iモード（➜10ページ）に
切り替えられます。
/ISO1600のフィルム使用時：フィルムを入れると、自動的にi モードになります。
i モードを解除することもできます。

/ISO800のフィルム使用時：フィルムを入れたときにはiモードに設定されません。
iモードにしたいときには、切り替えてください。
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応
用
編

/ISO400以下のフィルムでは、iモードに設定できません。
/iモードは、撮影後や電源が切れても解除されません。撮影し終わったフィルム
を取り出すと解除され、カメラの初期設定に戻ります。

5構図を決めて、シャッターを切り
ます。

☞明るさが不十分な暗闇などでの撮影時、
露出警告ランプ（赤）と液晶表示部の“f”
が点滅し、ブザーが鳴り、写真全体が暗
くなる可能性があることを警告します
（➜9ページ）。フラッシュをONにするこ
とをおすすめします。

05
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8
カメラが決める標準的な露出を意図的に変えることを露出補正といいます。
背景が非常に明るい場合、逆に背景が非常に暗い場合などに使用します。
/iモード時は露出補正機能を使えません。
iモード時は、適正露光に対して最大+2.0EVの露出補正を自動で行いますので、
特にISO1600のリバーサルフィルム使用時には良好な結果が得られない場合があ
ります。
＊iモード時は露出補正モードは表示されません。

/露出補正は、フラッシュ発光停止時に使用すると効果がよく表れます。

1電源を入れ、.ボタンを押しま
す。

☞“w”が点滅し、メニュー・モードの選択
に入ります。

2mボタンを押して、“j”と“ ”
を点滅させます。

3,ボタンを押して、露出補正値
を選択します。

☞,ボタンを押すごとに、+0.5→+1.0→
+1.5→+2.0→－2.0→－1.5→－1.0
→－0.5→0.0の順に切り替わります。

4.ボタンを押して、決定します。

☞設定した露出補正値が表示されます。
☞露出補正使用時には、液晶表示部に日付
は表示されません。

01
02

04

03

j露出補正
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応
用
編

/露出補正モードは、電源が切れても解除されません。撮影し終わったフィルムを取
り出すと、解除されます。
/露出補正を解除したいときは、露出補正値を“ ”に戻してください。
＊露出補正モードが解除されると、日付が表示されます。
/AE連動範囲外では露出補正はかかりません。
/フラッシュ撮影時、フラッシュが届く範囲は露出補正はかかりません。
/露出補正使用時、液晶表示部に日付は表示されませんが、直前に選択した日付が写
真に写し込まれます。
日付を確認したいとき、日付モードを変更したいときは、.ボタンを押してメニュ
ーの選択に入り、mボタンを押して、日付を表示させてください（露出補正の次に
表示されます）。

＋補正

－補正

＋（プラス）補正

スキー場での人物撮影など、背景が非常
に明るい場合、被写体が暗く写ります。

全体が明るめになり、被写体が自然に
写ります。

スポットライトを浴びた人物撮影など、
背景が非常に暗い場合、被写体が白っぽ
く写ります。

全体が暗めになり、被写体が自然に写
ります。

ー（マイナス）補正
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このようなときは

このようなときは ここをチェック こうしてください 参照ページ

操作中このようなときは…

13

13

9

25

18

25

40

26

①新しい電池に交換してく
ださい。
②/ボタンを操作して、撮
影可能な状態にセットし
てください。
③フラッシュ充電中です。
“f”が点滅しなくなるまで
お待ちください（フラッシ
ュ充電時間は約5秒）。
④フィルムを取り出して、未
使用のフィルムを装てんし
てください。

●フィルムの先端がFILM
TIPマークに合うようにフ
ィルムの長さを調整し、
正しく装てんし直してく
ださい。

●フィルムを取り出すときに
は、必ずモーターが止まり
“´”が表示されたことを確
認してから裏ぶたを開けて
ください。

●ISO400以下のフィルム使
用時には、iモードを選
択できません。

●フィルムが入っているとき
は、裏ぶたを開けないよう
にご注意ください。

①“ ”が点滅していませ
んか。

②電源は入った状態にセッ
トされていますか。

③“f”が点滅していませんか。

④“´”が表示されていません
か。

●フィルムの先端をFILM
TIPマークまで引き出して
いますか。あるいはFILM
TIPマークよりも引き出し
すぎていませんか。

●フィルムを取り出すときに、
モーターが止まり“´”が表
示される前に裏ぶたを開け
ませんでしたか。

●ISO400以下のフィルム
を使用していませんか。

●フィルムが入っていると
きに裏ぶたを開けません
でしたか。

シャッターが切れ
ない。

フィルムを入れて
裏ぶたを閉めた
が、“´”が点滅し
ている。

フィルムを入れ
て裏ぶたを閉め
たが、フィルムが
巻き戻され、“´”
が表示される。

iモードが設定
できない。

途中でフィルムが
巻き戻されてし
まった。
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このようなときは ここをチェック こうしてください 参照ページ

フィルムカウン
ターの数字が点
滅している。

dモードが選択
できない。

液晶表示部に日
付が表示されな
い。

“q”が点滅し、シ
ャッターが切れ
ない。

●撮影中のフィルムを巻き戻
しせずに取り出しませんで
したか。

●フラッシュはONになって
いますか。

●露出補正を設定していま
せんか。

●カメラの故障です。

●フィルムを取り出してから
電池を取り出し、/ボタ
ンを押してフィルムカウン
ターの表示が消えたことを
確認します。その後、再度
電池を入れてください。

●フラッシュOFF時にはd
モードを選択できません。

●露出補正を設定していると
きには、日付は表示されま
せん。日付を表示したいと
きは、.ボタンを押して
メニュー・モードの選択に入
り、mボタンを6回（ISO
400以下のフィルム使用
時は5回）押してください。

●富士フイルムサービスステ
ーションにお問い合わせく
ださい。

27 

32

42
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プリントがこのようなときは…

このようなときは ここをチェック こうしてください 参照ページ

19

23

48

19

29

9

24

24

19

24

①AF窓をかくさないように
カメラを正しく構えてく
ださい。
②AFフレームでねらって撮
影またはAFロック撮影し
てください。
③レンズをきれいにしてく
ださい。
④カメラをしっかり構え、シ
ャッターボタンを静かに
押してください。スロー
シャッター時は三脚を使
用してください。
⑤hモード以外で撮影して
ください。

①露出警告ランプ（赤）が点
滅しているときは、明る
さが不十分です。フラッ
シュをONにして撮影して
ください。
②フラッシュをONにして撮
影してください。

③規定のフラッシュ撮影距
離内で撮影してください。

④フラッシュ発光部に指を
掛けないでください。

⑤フラッシュをONにして撮
影してください。

①AF窓をかくして撮影しま
せんでしたか。

②被写体のねらい方は適切
でしたか。

③レンズが汚れていません
か。
④カメラのブレではありませ
んか。

⑤近距離撮影時にhモード
で撮影していませんか。

①露出警告ランプ（赤）が点
滅していたのに、シャッタ
ーを切りませんでしたか。

②暗いところでの撮影で、
フラッシュを使わずに撮
影しませんでしたか。
③暗いところでのフラッシ
ュ撮影で、被写体が遠す
ぎませんでしたか。
④フラッシュ撮影時にフラ
ッシュ発光部に指が掛か
っていませんでしたか。
⑤窓際などの逆光撮影では
ありませんでしたか。

画面がぼんやりし
ている。

画面が暗い。

このようなときは
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このようなときは ここをチェック こうしてください 参照ページ

14

16

16

●電池を入れたとき、もしく
は電池を交換したときは、
日付を修正してください。

①“ ”以外の日付モード
で撮影してください。

②日付の写る位置に、なる
べく明るいものがこない
ようにしてください。

●電池を入れたとき、もし
くは電池交換時に修正し
ましたか。

①日付モードを“ ”にし
て撮影しませんでしたか。
②日付の写る位置に、白・
黄・オレンジなどの明るい
ものがありませんか。

日付が合っていな
い。

日付が写し込まれ
ていない／はっき
り写らない。
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取扱上のお願い
１.カメラは精密機械ですから、水にぬらしたり、落としたりしてショックを与えない
でください。
①海辺や小雨の中などで使用するときは、水が掛からないようにご注意ください。
また、砂の掛かりやすいところには置かないでください。
②落としたり、固いものにぶつけると故障の原因になります。また、振動が加わる
ところ（自動車のトランクなど）に放置しないでください。

２.このカメラはマイクロコンピューターによって制御されているため、ごくまれにカ
メラが誤作動する場合があります。このようなときは、電池をいったん取り出し、
再度入れ直してください。

３.長時間お使いにならないときは、高温・多湿・有害ガス（タンスの中のナフタリン、
しょうのう他）・ホコリなどの影響の少ない、風通しの良いところに保管してくだ
さい。

４.閉めきった自動車の中などに長時間放置しないでください。
５.飛行機をご利用の際、未現像のフィルムやフィルムの入ったカメラは機内持ち込み
されることをおすすめします。預け入れ荷物に入れた場合、X線検査でカブリなど
の影響が出る場合があります。

６.レンズ、AF窓、ファインダーなどが汚れたら、ブロアーブラシでホコリを払い、
柔らかい布で軽くふきとってください。それでも取れないときは、富士フイルム
のレンズクリーニングペーパーにレンズクリーニングリキッドを少量つけて、
軽くふいてください。アルコール、ベンジンなどの有機溶剤は使わないでくだ
さい。

７.フィルム室にホコリがあると、フィルムを傷つけることがあります。ブロアーブラ
シで払って清掃してください。

８.フィルムの装てん・取り出しは、直射日光を避けて行ってください。
９.このカメラの使用温度範囲は－10℃～＋40℃です。
１０.寒冷地では電池の性能が低下しますので、衣服の内側に入れるなどして、温めてか
らご使用ください。なお一時的に性能の低下した電池は、常温に戻れば性能が回復
します。



49

お手持ちの製品が故障した場合には、次の要領で修理させていただきます。ご購入店ま
たは富士フイルムサービスステーションに直接お申し出ください。それ以外の責は、ご
容赦いただきます。なお、保証、使い方などのご不明な点につきましても、裏面記載の
富士フイルム イメージング株式会社各支社かお近くの富士フイルムサービスステーシ
ョンをご利用ください。

/無料修理
故障した製品についてはご購入年月、販売店名の記入された、ご購入日より1年以
内の保証書が添付されている場合には、保証書に記載されている内容の範囲内で、
無料修理させていただきます。
＊詳しくは、保証書に記載されている製品保証規定をご覧ください。

/有料修理
保証期間を過ぎた修理は、原則として有料となります。保証期間内であっても、下
記のような場合はすべて有料となります。また運賃諸掛かりは、お客様にてご負担
願います。
１. 修理ご依頼の際、保証書の提示または添付のないもの。
２. 保証書にご購入年月、販売店名が記入されていない場合、または記載事項が訂
正された場合。

３. 富士フイルムサービスステーション以外で分解、修理されたもの。
４. 火災、地震、風水害などの天災による損傷、故障。
５. お取扱上の不注意（使用説明書以外の誤操作、落下、衝撃、水掛かり、砂・泥の
付着、カメラ内部への水・砂・泥の入り込みなど）、保管上の不備（高温多湿や
ナフタリン、しょうのうの入った場所での保管）、お手入れの不備（かび発生な
ど）により生じた故障。

６. 前記以外で弊社の責に帰すことのできない原因により生じた故障。
７. 各部点検、精密検査、分解掃除などを特別に依頼されたもの。

/修理不能
浸（冠）水、強度の衝撃、その他で損傷がひどく、故障前の性能に復元できないと思
われるもの、および部品の手当が困難なものなどは修理できない場合もありますの
で、お近くの富士フイルムサービスステーションにお問い合わせください。

/修理部品の保有期間
この製品の補修用部品は、製造打ち切り後7年を目安に保有しておりますので、こ
の期間中は原則として修理をお引き受けいたします。
なお、部品保有期間終了後でも修理できる場合もありますので、詳しくはご購入店
かお近くの富士フイルムサービスステーションにお問い合わせください。

アフターサービスについて
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/修理ご依頼に際してのご注意
１. 保証規定による修理をお申し出になる場合には、必ず保証書を添えてください。
２. ご購入店や富士フイルムサービスステーションで、ご指定の修理箇所、故障内
容を詳しくご説明ください。故障の状態によっては、事故となったフィルムな
どを添えてくださると修理作業の参考になります。

３. 修理箇所のご指定がないときは、弊社では各部点検をはじめ品質、性能上必要
と思われるすべての箇所を修理しますので、料金が高くなることがあります。

４. 修理料金が高く見込まれる修理のときは「○○○○円以上は連絡してほしい」
と金額をご指定ください。ご指定のないときは9,000円以内の料金で修理完了
する場合は修理をすすめさせていただきます。

５. 修理に関係のない付属品類は、紛失などの事故を避けるため、修理品から取り
外してお手もとに保管してください。

６. 修理のために製品を郵送される場合は、ご購入時の外箱などに入れてしっかり
包装し、必ず書留小包でお送りください。

７. 修理期間は故障内容により多少違いますが、厳重な調整検査を行いますので、
普通修理品の場合は富士フイルムサービスステーションで、お預かりしてから
通常7～10日位をご予定ください。

/海外旅行中の故障
海外旅行中に故障した場合は、海外各地の富士フイルム海外現地法人または富士フ
イルム代理店をご利用ください。富士フイルム海外現地法人、代理店の所在地一覧
表はお近くの富士フイルムサービスステーションにおたずねください。なお、海外
での修理は対応できない場合がありますので、あらかじめご了承ください。

アフターサービスについて
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主な仕様
135（35mm）ロールフィルム（DXマーク付き）

24mm×36mm

スーパーEBCフジノンレンズ　5群6枚構成

f＝28mm～56mm 1：2.8～5.4

実像式ズームファインダー　0.33倍～0.58倍　AFフレーム　

近距離補正マーク　AFランプ　露出警告ランプ

アクティブオートフォーカス　0.4m～∞ AFロック付き　

遠景モード（レンズ遠距離セット）

AFランプ

電子式プログラムシャッター（2秒～1/360秒）

自動調節

連動範囲　ISO100：広角（28mm時）EV8（＊2）～17

望遠（56mm時）EV11（＊4）～17

ISO1600：広角（28mm時）EV8（＊4）～17

望遠（56mm時）EV11（＊4）～19

（＊はスローシャッターモード時）

露出警告ランプ　露出警告ブザー

露出補正：iモード時以外で、－2EV～+2EVの補正（0.5ス

テップ）

明るさに応じて最適な露出制御（0～+2EVの補正）

自動設定（DX方式による） ISO50～3200

オートローディング方式

フィルムが送られない場合は、シャッターロックおよび液晶表示

部に“´”点滅

電動式　自動巻き上げ　自動巻き戻し　

途中巻き戻し可能（途中巻き戻しボタンによる）

スーパーデジタルプログラムフラッシュ　フラッシュボタンによる

リトラクタブル式　充電時間：約0.5秒～5秒

使 用 フ ィ ル ム

画 面 サ イ ズ

レ ン ズ

フ ァ イ ン ダ ー

距 離 調 節

シ ャ ッ タ ー

露 光 調 節

i モ ー ド

フ ィ ル ム 感 度

フィルム装てん

フ ィ ル ム 給 送

フ ラ ッ シ ュ
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主な仕様

スローシャッターモード／赤目軽減モード／

セルフタイマーモード／リモコンモード／遠景モード

赤目軽減モードの方式：7回プレ発光し、8回目にフラッシュ発光

電子式　作動時間：約10秒／約2秒　途中解除可能　

セルフタイマーランプおよびブザー音付き

フィルムカウンター（順算式） iモード　

スローシャッターモード／赤目軽減モード／

セルフタイマーモード／リモコンモード／遠景モード

露出補正　日付　電池容量　フラッシュ充電中　

ブザー音ON／OFF

リチウム電池 CR2 1本

日付機能　リモコン対応　ブザー音　三脚ねじ穴付き　

109.5mm×62.0mm×36.0mm（突起部除く）

155g（電池別）

撮 影 モ ー ド

セルフタイマー

液 晶 表 示

電 源

そ の 他

大 き さ

質 量（ 重 さ ）

＊仕様・性能は、予告なく変更する場合がありますのでご了承ください。





●お買い上げ製品の修理の受付は…

お客様コミュニケーションセンター（月曜日～金曜日  午前9：30～午後5：00）TEL（03）3406-2981
富士フイルム ホームページ　http://fujifilm.jp/

※土曜、日曜、祝日、年末年始は休業させていただきます。その他夏期等休業させていただく場合があります。
 ●東京、名古屋、大阪：富士フイルムサービスステーションは、通常の土曜日（祝日、年末年始、夏期休暇以外）は営業しております。
　ただし、受け渡し業務のみとなります。

札　幌：富士フイルムサービスステーション
仙　台：富士フイルムサービスステーション
東　京：富士フイルムサービスステーション
名古屋：富士フイルムサービスステーション
大　阪：富士フイルムサービスステーション
広　島：富士フイルムサービスステーション
福　岡：富士フイルムサービスステーション

〒060-0002  札幌市中央区北2条西4-2  札幌三井ビル別館
〒980-0811  仙台市青葉区一番町4-6-1  仙台第一生命タワービル
〒105-0022  東京都港区海岸1-9-15  竹芝ビル
〒460-0008  名古屋市中区栄1-12-19
〒541-0051  大阪市中央区備後町3-2-8  大阪長谷ビル
〒732-0816  広島市南区比治山本町16-35  広島産業文化センター
〒812-0018  福岡市博多区住吉3-1-1

TEL（011）222-3973
TEL（022）265-2149
TEL（03）3436-1315
TEL（052）202-1851
TEL（06）6260-0915
TEL（082）256-3511
TEL（092）281-4863

TEL（03) 6203-6820
TEL（06）6205-6411
TEL（011) 241-7163
TEL（022）265-2121
TEL（052）203-5261
TEL（082）256-3311
TEL（092）281-0232

●お買い上げ製品についてのお問い合わせは…

●富士フイルム製品のお問い合わせは…

お客様ご相談窓口

0570-002236 
※全国どこからでも市内通話料金でご利用いただけます。

携帯電話・PHS等からご利用の場合は、お近くの各支社までお問い合わせください。

受付時間 : 月曜日～金曜日　午前9 : 30～午後5 : 00　土日祝祭日休み
※年末年始は休業させていただきます。その他夏期等休業させていただく場合があります。　     

〒105-8443 東京都港区虎ノ門1-2-8　虎ノ門琴平タワー 
〒541-0051 大阪市中央区備後町3-5-11
〒060-0002 札幌市中央区北2条西4-2　札幌三井ビル別館
〒980-0811 仙台市青葉区一番町4-6-1　仙台第一生命タワービル
〒460-0008 名古屋市中区栄2-10-19
〒732-0816 広島市南区比治山本町16-35　広島産業文化センター
〒812-0018 福岡市博多区住吉3-1-1

東 京 支 社
大 阪 支 社
北 海 道 支 社
東 北 支 社
名 古 屋 支 社
中 国 支 社
九 州 支 社
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